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報道関係者各位 

 「令和 4年度（2022年度）大学、短期大学及び高等専門学校における 
 障害のある学生の修学支援に関する実態調査」結果の概要について 
 
 
独立行政法人日本学生支援機構では、全国の大学、短期大学及び高等専門学校を対象に、

障害のある学生（以下「障害学生」という。）の修学支援に関する実態調査を実施した。 
 
※障害学生……身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳及び療育手帳を有している学生又は 
健康診断等において障害があることが明らかになった学生 

 
 
Ⅰ 調査概要及び回収状況 

１．目的：障害学生の今後の修学支援に関する方策を検討する上で、全国の大学、短期大学
及び高等専門学校における障害学生の状況及びその支援状況について把握し、障害学生の
修学支援の充実に資する。 

２．対象：大学（専門職大学、大学院、大学院大学及び専攻科を含む。）、短期大学（大学内
に短期大学部を有している場合及び専門職短期大学、専攻科を含む。）及び高等専門学校
（専攻科を含む。） 

３．調査方法：悉皆調査 
４．調査期日：令和 4年 5月 1日現在 
５．回収状況：全学校数 1,174校（前年度 1,176校）（回収率 100％） 

 
Ⅱ 主な調査結果 

別添のとおり。 
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＜別添＞ 
主な調査結果 

 
○障害学生数と障害学生在籍率 

令和 4年 5月 1日現在の障害学生数は 49,672人で前年度から 8,928人の増となった。
また、障害学生在籍率は 1.53％で前年度から 0.27ポイント増加した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（注）平成 30年度から令和 3年度までの数値は比較のための参考として表示するもの 
数値は各年度の調査結果報告書から引用 

 
○障害種別の障害学生数 

令和 4年度の障害種別の障害学生数について、「精神障害」が 15,787人と最も多く、 
次いで「病弱・虚弱」が 13,529人、「発達障害」が 10,288人となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
  

 
○設置者別の障害学生数 

令和４年度の設置者別の障害学生数について、国立が 10,947人、公立が 2,941人、私立が
35,784人であり、設置者別の伸び率を前年度と比較すると、国立が 14.3％、公立が 16.9％、
私立が 24.9％と、私立の伸び率が大きくなっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）平成 30年度から令和 3年度までの数値は比較のための参考として表示するもの 
数値は各年度の調査結果報告書から引用 

 


